
 

こ
の
古
墳
は
、
赤
城
南
麓

の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
に
あ

る
芳
賀
地
区
最
大
の
前
方
後

円
墳
で
す
。
墳
丘
は
、
現
状
で

全
長
約
35
ｍ
、
そ
の
前
端
は

道
路
敷
に
削
り
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
前
方
部
幅
約
13
ｍ
、

後
円
部
径
約
20
ｍ
、
高
さ
は

地
表
の
低
い
南
側
か
ら
測
る

と
前
方
部
2.5
ｍ
、
後
円
部
3.5

ｍ
、
北
か
ら
は
、
前
方
部
１
ｍ
、

後
円
部
２
ｍ
で
、
前
方
部
の

高
さ
は
、
後
円
部
の
ほ
ぼ
２

分
の
１
で
、
前
方
後
円
墳
と

し
て
は
小
規
模
で
す
が
、
墳

丘
は
古
い
形
を
と
ど
め
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
周

湟
は
な
い
が
、
墳
丘
の
南
か

ら
東
に
か
け
て
、
土
地
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
構

築
に
採
土
し
た
よ
う
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。 

 

墳
丘
の
後
円
部
か
ら
円
筒

埴
輪
の
列
が
南
東
か
ら
北
に

廻
っ
て
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
円
筒
列
の
直
径
は
19
ｍ

あ
り
、
円
筒
と
円
筒
の
間
は
、

約
1.5
ｍ
～
２
ｍ
で
し
た
。
ま

た
、
後
円
部
か
ら
玉
纏
の
太

刀
の
柄
部
が
２
個
、
前
方
部

か
ら
は
埴
輪
馬
、
人
型
埴
輪

の
破
片
が
雑
然
と
発
見
さ
れ
、

復
元
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

し
た
。 

 

内
部
主
体
は
、
後
円
部
の

南
南
西
が
開
口
し
て
お
り
、

石
材
は
安
山
岩
で
、
自
然
石

乱
石
積
み
袖
無
型
と
い
わ
れ

る
横
穴
式
石
室
で
す
。
床
面

に
浮
石
を
敷
き
詰
め
た
石
室

は
、
埋
葬
部
と
墳
塞
部
に
分

か
れ
、
全
長
は
約
5.5
ｍ
、
入

口
の
幅
は
1.15
ｍ
で
奥
に
行
く

に
し
た
が
い
広
く
な
り
、
奥

壁
は
1.56
ｍ
、
高
さ
は
1.7
ｍ
あ

り
、
ち
ょ
っ
と
か
が
め
ば
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

壁
面
は
平
ら
な
自
然
石
を
選

ん
で
構
成
し
、
奥
壁
は
大
石

２
個
を
積
み
あ
げ
、
側
壁
に

も
さ
し
わ
た
し
１
ｍ
以
上
の

石
を
所
々
に
使
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
石
室
内
の
出
土
品
は
、

人
骨
４
体
、
直
刀
４
振
、
小
刀

３
振
、
刀
子
１
振
、
鉄
鏃
50

本
、
鎧
釣
金
具
１
個
、
耳
環
８

個
、
土
玉
１
個
、
須
恵
器
の
巨

大
な
甕
（
か
め
）
の
破
片
な
ど
。

築
造
は
６
世
紀
後
半
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

墳
丘
、
石
室
の
原
形
が
保

た
れ
て
埴
輪
の
配
列
や
副
葬

品
が
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
発
見

さ
れ
た
の
は
、
考
古
学
研
究

上
貴
重
な
も
の
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年

九
月
二
十
四
日
、
前
橋
市
指

定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。 

 

☆
エ
ピ
ソ
ー
ド
１
「
名
前
の

由
来
」 

 

オ
ブ
塚
古
墳
は
、
昔
か
ら

こ
の
地
域
で
は
、
別
名
オ
オ

ツ
カ
ま
た
は
オ
ボ
ツ
カ
と
呼

ば
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
オ
ブ

ツ
カ
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
。
漢
字
で
は
な

く
カ
タ
カ
ナ
表
記
も
庶
民
の

昔
の
書
き
方
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
。 

 

☆
エ
ピ
ソ
ー
ド
２
「
皇
子
ノ

墳
墓
及
火
雨
伝
説
」 

 

発
掘
は
昭
和
二
十
六
年
、

前
橋
商
業
高
校
の
生
徒
達
が

発
掘
さ
せ
て
欲
し
い
と
所
有

者
宅
に
日
参
し
、
そ
れ
ま
で

は
所
有
者
の
横
山
昭
氏
の
曾

父
母
が
「
掘
る
と
火
の
雨
が

降
る
」
と
言
っ
て
掘
ら
せ
な

か
っ
た
が
、
前
橋
も
空
襲
で

火
の
雨
が
降
っ
た
か
ら
い
い

だ
ろ
う
と
許
可
し
、
群
馬
大

学
の
学
生
も
加
わ
り
、
共
に

横
堀
昭
氏
も
汗
を
流
し
た
。

出
土
品
は
す
べ
て
群
馬
大
学

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
勢

多
郡
誌
（
208
頁
）
に
は
、
尾

崎
喜
左
雄
博
士
（
オ
ブ
塚
古

墳
発
掘
責
任
者
・
元
群
馬
大

学
教
授
）
の
執
筆
で
「
オ
ブ
塚

古
墳
は
県
立
前
橋
商
業
高
等

学
校
郷
土
班
、・
・
・
中
略
・
・
・

の
そ
れ
ぞ
れ
の
援
助
に
よ
っ

た
も
の
・
・
・
以
下
略
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

☆
エ
ピ
ソ
ー
ド
３
「
石
室
の

奥
に
書
か
れ
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ

フ
（
線
刻
）」 

 

近
年
、
福
田
日
出
子
氏
の

研
究
に
よ
り
、
オ
ブ
塚
古
墳

奥
壁
上
段
の
石
に
線
刻
さ
れ

て
い
る
鶴
と
日
冠
の
カ
ラ
ス

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
甲
骨
文
字
、
シ
ュ
メ
ー

ル
の
転
化
し
た
文
字
も
見
え

ま
す
。 

 

生
涯
学
習
奨
励
員 

中
山 

洋
子 
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毛
の
国
の
文
化
を
語
る
オ
ブ
塚
古
墳 

  

４
月
の
主
な
行
事
予
定 

４
月
７
日(

日)

群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日 

４
月
20
日(

土)

芳
賀
地
区
各
種
団
体
総
会(

芳
賀
公
民
館
ホ
ー
ル) 
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